
令和６年度 社会福祉法人の指導監査結果について 
 

 

１．指導監査の実施状況について 

令和６年度は、佐伯市社会福祉法人指導監査実施要領に基づき、佐伯市が所轄庁となる

社会福祉法人のうち、４法人について一般指導監査及び特別監査を行いました。 

 

① 社会福祉法人 翔南会 

② 社会福祉法人 百徳会 

③ 社会福祉法人 県南福祉会 

④ 社会福祉法人 佐伯市社会福祉協議会 

 

 

２．指導監査の指摘法人数及び指摘件数 

（１）文書指摘  ２法人（３件） 

※指導監査ガイドラインの指摘基準（法令又は通知等の違反）に該当するもの。 

 

（２）口頭指摘  ４法人（18 件） 

※指摘基準に該当する場合であっても、違反の程度が軽微である場合又は文書指摘を行

わずとも改善が見込まれるもの。 

 

（３）助  言  ４法人（11 件） 

※指摘基準に該当しない場合であっても、法人運営に資するもの。 

    

 

３．指導監査結果の主な指摘事項 

主な指摘内容は、次のとおりです（詳細は、別紙「令和６年度社会福祉法人指導監査の

実施結果報告」に記載しています）。このうち、文書指摘については、その内容及び改善

方法等を文書により通知し、期限を付して、改善状況等の結果報告を求めたところ、すべ

ての文書指摘について、改善された事実又は今後の改善方針についての報告がありました。 

 

（１） 文書指摘 

① 法人運営に関する事項 

・理事長等は、理事会において３か月に１回以上（定款に定めがある場合には、毎会計

年度に４か月を超える間隔で２回以上）職務執行に関する報告をしなければならない

が、行っていない。 

 



② 事業に関する事項 

・定款に記載している事業を実施していない。 

 

③ 管理に関する事項 

・社会福祉事業の用に供する不動産を国又は地方公共団体以外の者から賃借していなが

ら、地上権又は賃借権の登記等が適正になされていない。 

  

（２） 口頭指摘 

① 法人運営に関する事項 

・評議員会について、欠席が続いている評議員がいる。 

 ・監事の全員が欠席している理事会がある。 

 

② 管理に関する事項 

・計算書類の附属明細書や計算書類に対する注記におけるサービス区分が、経理規程と

異なっている。 

・財産目録に記載している基本財産が、定款と異なっている。 

・定期預金の受取利息について、会計年度を誤っている。 

・現金の取り扱いについて、経理規程どおりに行われていないものがある。 

 

③ その他に関する事項 

・変更登記について、法令で定められた期間を経過している。 

 












